
さいたま市認知症フレンドリーまちづくりセンターによる初の試み。年々高まる認知症への地域の関心の高さを

実感する、心温まるイベントとなりました。開催にご協力いただいた皆さま、ありがとうございました！

当日のプログラムを簡単にご紹介します。

2026年3月

社会福祉法人シナプス 埼玉精神神経センター広報誌 Vol.207

シナプス

認知症希望大使との乾杯

認知症フレンドリーフェスタ2026

～認知症の人とともに暮らしやすいまちづくりに向けて～
2/15(日)イオンモール与野にて開催されました。

ステージ 作品展

企業展示
地域交流

出張認知症カフェ

「ちいとも」がオープン！

30席がすぐに埋まり、認

知症の方、地域の方、関

係者がおしゃべりに花を

咲かせました。

「企画展示」は認知症希望大使による写真展。美

しい花々の写真に魅了される来場者の姿が印象的

でした。「おれんじ作品展」では認知症の方とと

もに地域活動を行う「チームおれんじ」等の趣向

を凝らした作品が並び、会場

に彩りを添えていました。

①埼玉精神神経センターの島津智一医師による基調講演

②さいたま市認知症希望大使とご家族をまじえた座談会は

立見していただくほどの大盛況。認知症への関心の高さが

うかがえました。

認知症フレンドリー企業・団体等による展示ブース

や体験コーナーがずらり。最新情報や取組の紹介の

ほか、薬剤師による「お薬カレンダーの紹介や相談

会」、栄養士による「骨密度測定」など、どのブー

スにも行列ができ、来場者の

興味を引いていました。

「今度は地域の認知症カフェにも行ってみた

い！」という声も聞かれ、つながりの場とし

ての可能性を感じさせる機会となりました。

薬剤師会ブース
記念品クッキー

企業による「認知症VR体験」

おれんじ作品展

座談会の様子

フレンドリーセンターブース
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埼玉精神神経センター理念

Love ＆ Sympathy（愛と思いやり）

Aging with Dignity（尊厳ある人生）
Narrative based Medicine

（個人の人生観に沿った物語を支える）

病める方・悩める方に愛と思いやり（Love & Sympathy）

を持って接し、その方の尊厳ある人生（Aging with Dignity）

を支え、前向きに人生の物語を書き換えていくこと

（Narrative based Medicine）をお手伝いする。

７階展望レストランよりお知らせ

3/ 6日（金）味噌カレー牛乳ラーメン
3/13日（金）鶏ちゃん焼き
3/17日（火）バラ焼き丼
3/26日（木）近江風ちゃんぽん
※予定が変更になる場合がございますので予めご了承ください。

営業時間のご案内
喫茶 10：00～15：00
お食事 11：00～14：00

3月は桜名所

ご当地フェア

食べにきてね！

休診・代診のお知らせ（3/3現在）

※最新情報はホームページまたは院内掲示にてご確認ください

瀧口 医師 3/17（火）午前休診
坂井 医師 3/26（木）午前休診

〃 3/30（月）午前休診
〃 3/31（火）午前休診

瀧口 医師 3/31（火）午前休診
〃 4/10（金）午前休診

脳神経内科

精神科

精神神経セ ターン 今回の
紹介者
鈴木

臨床心理士部 介紹署臨床心理室

臨床心理室では、外来・入院にて各種心理検査を用
いて、「脳の働きの具合」、「生活能力の確認」、
「こころの状態の確認」を行っています。これらは、
医療機関で聞くMRI検査、血液検査等とは別な視点で
の介入方法です。
高齢化が進む現代社会では、画像上の問題だけでな

く、これらのような心理検査から、実際の生活能力を
把握することも、今後の方針を決めていく上で大事な
視点になってきます。
地域の皆さまの、それぞれのニーズに合わせてサ

ポートを提供できるよう、臨床心理室では支援をして
いきたいと考えております。

第4回レカネマブ、今までとこれから ～自宅で打てる皮下注射製剤の申請がなされました～
1月31日（土）14時～本館7階会議室「シナプス」にて開催されました。

2023年12月にアルツハイマー型認知症の疾患修飾薬であ

るレカネマブが保険収載され、MCIを含めた軽度な認知機能

障害のアルツハイマー型認知症患者さまにとっては大変な朗

報でした。当院では2月26日現在、177人の患者さまへ投

与しており、その中でも、18ヶ月後投与継続者は45名を認

めています。第4回の今回もレカネマブ関連の最新情報、特

に皮下注射製剤の進捗状況など含めて報告をさせていただき

ました。承認されれば自宅での注射が可能になり、通院や看

護の負担の軽減につながると期待されております。

ひな祭り（雛祭り）は、

毎年3月3日（桃の節句）

に、女の子の健やかな成

長と健康、幸せを願う日

本の伝統行事です。

当院では本館1階外来に

ひな人形を飾りました。

3 月 3 日 は

長島一公 医師 3/ 3（火）午後休診
丸木努 医師 3/  4（水）午前⇒代診田中医師

薬剤師会ブース 企業による「認知症VR体験」


